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家
族
農
業
の
放
棄
と
農
村
的
慣
行
の
行
方
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タ
イ
の
事
例
か
ら
I

は
じ
め
に

北
タ
イ
・
チ

ェ
ン
マ
イ
盆
地
の

一
農
村
に
長
期
滞
在
し
た
の
は
、

(1
)
 

一
九
八

0
年
代
中
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
以
来
、

二
年
に

一
度
程
度
の

短
期
訪
問
と
い
う
限
ら
れ
た
経
験
を
重
ね
て
、
十
数
年
が
た
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
こ
で
の
見
聞
を
反
器
し
て
み
る
と
、
陳
腐
な
感
想
で
あ

る
が
、
当
地
の
人
び
と
の
あ
り
方
に
大
き
く
変
化
し
た
部
分
と
根
強

く
変
化
し
な
い
部
分
の
両
方
が
、
や
は
り
あ
る
よ
う
に
思
う
。

本
稿
で
は
、
急
速
に
暮
ら
し
を
包
摂
し
て
ゆ
く
資
本
主
義
的
市
場

経
済
に
た
い
す
る
地
域
社
会
の
人
び
と
の
対
応
の

一
事
例
を
、
チ
ェ

ン
マ

イ
の
一
農
村
の
人
び
と
に
み
る
の
だ
が
、
ま
ず
は
大
き
く
変
化

し
た
と
思
わ
れ
る
経
済
生
活
の
側
面
に
注
目
す
る
。
経
済
生
活
の
変

化
を
、

家
族
農
業
を
基
本
と
す
る
小
農
民
的
経
済
生
活
ス
タ
イ
ル
の

維
持
か
ら
放
棄
へ
の
転
換
と
捉
え
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
人
び
と
の

諸
選
択
の
背
景
と
意
図
に
つ
い
て
考
え
る
。
つ
ぎ
に
、
根
強
く
変
化

高
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大
谷
大
学
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学
部
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教
授

し
な
い
農
村
的
社
会
文
化
慣
行
の
側
面
を
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
、

現
代
タ
イ
農
村
の
人
び
と
に
お
い
て
、
経
済
生
活
の
転
換
と
社
会
文

化
慣
行
の
維
持
が
、
ど
う
相
互
連
関
し
て
い
る
の
か
考
え
る
。

急
変
す
る
経
済
生
活

農
村
開
発
と
市
場
経
済
の
浸
透

ま
ず
は
、
現
代
タ
イ
農
村
の
人
び
と
の
経
済
生
活
の
転
換
の

一
例

を
、
チ
ェ
ン
マ
イ
盆
地
中
央
部
を
貰
流
す
る
ピ
ン

川
流
域
の
低
湿
地

に
位
置
す
る
一
農
村
に
み
、
そ
の
あ
り
よ
う
を
年
代
別
に
確
認
し
て

(
2
)
 

お
く
。
当
地
の
人
び
と
の
経
済
生
活
は
か
な
り
の
変
化
の
連
続
で
あ

る
が
、
そ
の
変
化
は
開
発
行
政
の
後
押
し
を
受
け
、
資
本
主
義
的
市

場
経
済
が
農
村
部
を
包
摂
し
て
い
く
過
程
と
い
え
る
。

人
び
と
の
話
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
一
九
六
0
年
代
以
前
の
当
地

は
寒
村
で
あ
っ
た
。
雨
季
末
の
洪
水
に
頻
繁
に
見
舞
わ
れ
る
た
め
、

雨
季
稲
作
の
収
穫
が
安
定
的
に
期
待
で
き
な
い
農
地
が
多
か
っ
た
。



そ
こ
で
ピ
ン
川
に
築
か
れ
た
農
民
堰
か
ら
の
給
水
に
よ
る
乾
季
稲
作

も
試
み
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
給
水
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
収

穫
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。
（
ピ
ン
川
を
遡
上
し
て
来
る
）
中
国
系
米

商
人
と
の
接
触
が
早
く
か
ら
み
ら
れ
た
一
方
、
飯
米
を
確
保
で
き
な

い
年
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
人
び
と
は
小
魚
を
採
り
、
近
隣
の
村
び

と
の
米
と
物
々
交
換
す
る
こ
と
で
糊
口
を
し
の
い
で
い
た
と
い
う
。

し
か
し

一
九
七
0
年
代
以
降
、
農
業
事
情
が
大
き
く
変
化
す
る
。

稲
作
に
関
し
て
は
乾
季
作
が
安
定
す
る
。
ピ
ン
川
の
農
民
堰
か
ら
の

給
水
に
加
え
て
、
政
府
潅
漑
（
メ
ー
・
テ
ー
ン
計
画
）
用
水
路
か
ら

の
給
水
を
得
て
、
乾
季
の
水
供
給
事
情
が
向
上
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、

結
実
が
日
照
時
間
に
影
響
さ
れ
な
い
高
収
量
米
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

が
、
そ
の
要
因
で
あ
る
。
稲
作
は
飯
米
用
の
モ
チ
ゴ
メ
作
第
一
だ
が
、

市
場
用
の
ウ
ル
チ
も
併
作
さ
れ
る
。
さ
ら
に
乾
季
の
ニ
ン
ニ
ク
作
も
、

消
費
市
場
の
拡
大
で
売
価
が
良
く
な
っ
た
た
め
、
多
く
の
農
家
が
行

な
う
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
果
樹
ラ
ム
ヤ
イ

（龍
眼
）
が
屋
敷
地
内

や
集
落
周
辺
の
微
高
地
に
植
え
ら
れ
始
め
る
。
ラ
ム
ヤ
イ
は
洪
水
被

害
に
弱
い
が
、
そ
の
果
実
の
売
価
は
良
く
、

年

一
回
の
収
穫
で
村
び

と
に
臨
時
収
入
を
も
た
ら
す
果
樹
で
あ
る
。
換
金
作
物
作
や
農
業
労

働
の
就
労
機
会
の
増
加
で
、
現
金
収
入
は
増
加
し
始
め
る
。
こ
の
時

期
、
自
給
農
業
の
安
定
化
と
市
場
農
業
の
試
行
が
同
時
に
進
行
す
る
。

ま
た
、
七

0
年
代
中
頃
以
降
、
当
地
で
は
耕
運
機
が
水
牛
に
代
わ

っ
て
水
田
耕
起
の
主
役
と
な
る
。
役
畜
用
の
水
牛
が
減
少
し
た
た
め
、

水
牛
の
糞
が
入
手
困
難
に
な
り
、
肥
料
に
関
し
て
も
化
学
肥
料
の
比

重
が
急
増
す
る
。
ガ
ソ
リ
ン
代
、
肥
料
購
入
費
等
農
業
経
費
が
膨
張

し
始
め
る
。

続
く

一
九
八

0
年
代
は
、
消
費
生
活
が
急
速
に
お
金
の
か
か
る
も

の
に
変
化
し
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
七
0
年
代
の
道
路
整
備
と
八
〇

年
前
後
の
電
化
が
消
費
生
活
の
変
化
を
準
備
し
、
八
0
年
代
以
降
、

バ
イ
ク
や
テ
レ
ビ
が
ま
ず
普
及
し
始
め
る
。

生
活
様
式
は
節
約
自
給
型
か
ら
商
品
購
入
型
に
変
化
し
始
め
、
消

費
支
出
は
増
加
し
、
人
び
と
は
現
金
獲
得
に
駆
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

現
金
収
入
の
多
寡
が
、
作
種
選
択
な
ど
農
業
経
営
方
針
の
選
択
の
主

な
判
断
基
準
と
な
り
、
農
外
職
種
選
択
の
判
断
基
準
に
も
な
っ
て
い

く

。

現
金
収
入
獲
得
の
主
な
方
途
に
は
、
市
場
農
業
へ
の
傾
斜
•
在

村
農
外
就
労
・
通
勤
就
労
・
出
稼
ぎ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

当
時
、
最
寄
り
の
地
方
都
市
の
ラ
ム
プ
ー
ン
や
チ
ェ
ン
マ
イ
の
農
外

雇
用
労
働
市
場
は
さ
ほ
ど
拡
大
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
通
勤
就
労

先
は
容
易
に
見
当
た
ら
な
い

。
遠
方
へ
の
出
稼
ぎ
は
苦
痛
で
あ
り
最

後
の
選
択
で
あ
る
。
人
び
と
は
現
金
収
入
獲
得
の
手
段
と
し
て
、
ま

ず
市
場
農
業
に
期
待
す
る
こ
と
に
な
る
。

折
り
し
て
も
八
0
年
代
、
政
府
に
よ
る
。ヒ
ン
川
上
流
の
ダ
ム
整
備

に
よ
り
、
雨
季
の
洪
水
が
軽
減
さ
れ
、
乾
季
の
給
水
も
安
定
す
る
な

ど
当
地
の
水
利
環
境
の
改
善
は
さ
ら
に
進
み
、
市
場
農
業
の
拡
大
は

一
見
順
調
に
進
む
。
八
0
年
代
中
頃
に
は
当
地
は
農
業
村
の
様
相
を

呈
し
て
く
る
。
低
地
で
は
稲
作
二
期
作
、
微
高
地
で
は
雨
季
稲
作
・

乾
季
ニ
ン
ニ
ク
作
の

二
毛
作
が
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
る
。
農
業
の
通
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年
化
は
、
地
域
内
農
業
労
働
の
機
会
を
副
次
的
に
欠
く
こ
と
な
く
も

た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
四
つ
の
選
択
肢
の
う
ち
前
二
者
の
組

み
合
わ
せ
で
、
人
び
と
は
現
金
収
入
増
を
図

っ
て

い
く
。

過
渡
期
に
お
け
る
家
族
農
業
の
維
持

た
だ
し
、
八

0
年
代
中
頃
ま
で
は
、
村
び
と
の
市
場
経
済
に
た
い

す
る
態
度
は
次
の
折
衷
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
方
で

彼
ら
は
、
家
電
製
品
に
囲
ま
れ
た
便
利
な
都
市
的
生
活
様
式
を
志
向

し
、
市
場
農
業
の
展
開
を
図
る
な
ど
、
市
場
経
済
を
す
で
に
基
本
的

に
受
容
し
始
め
て
い
た
。
し
か
し
他
方
で
彼
ら
は
、
旧
来
の
自
給
自

足
型
の
家
族
農
業
の
ス
タ
イ
ル
を
部
分
的
に
維
持
し
て
も
い
た
。

ま
ず
、
主
食
で
あ
る
モ
チ
ゴ
メ
に
つ
い
て
は
、
自
給
の
重
要
性
を

強
調
す
る
人
び
と
が
多
く
、
実
際
、
稲
作
農
家
の
多
く
が
自
給
用
の

モ
チ
ゴ
メ
と
市
場
用
の
ウ
ル
チ
を
併
作
し
て
い
た

ま
た
、
家
事
労
働
、
農
業
労
働
の
た
い
て
い
は
、

家
族
労
働
力
を

駆
使
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
当
時
、
親
が
四

o
I
五
0
歳
代
以

上
の
世
帯
は
、
多
数
の
子
供
が
い
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
子
供
た
ち
、

と
く
に
娘
た
ち
は
未
婚
の
間
は
恒
常
的
に
家
事
労
働
、
農
業
労
働
を

分
担
し
て
手
伝
い
、
結
婚
後
も
同
居
子
夫
婦
が
労
働
の
中
核
と
な
り
、

親
の
屋
敷
地
に
共
住
し
て
い
る
他
の
子
供
世
帯
も
、
さ
ま
ざ
ま
に
労

働
力
を
融
通
し
あ
い
、
親
世
帯
を
手
伝
う
の
が
通
常
で
あ
っ
た
[
高

井、

一
九
八
八

F
ま
た
、
農
家
間
の
家
族
労
働
力
の
等
量
交
換
慣

行
で
あ
る
結
い
は
、
田
植
え
•
稲
刈
り
な
ど
の
農
作
業
で
は
、
重
要

な
労
働
力
調
達
手
段
に
な

っ
て
い
た
。
換
金
作
物
作
を
中
心
に
旦
雇

い
や
請
負
の
形
で
村
内
や
近
隣
村
の
人
び
と
が
賃
金
労
働
の
雇
用
者

や
被
雇
用
者
に
な
り
あ
う
関
係
も
か
な
り
み
ら
れ
た
が
、
当
時
は
ま

だ
、
家
族
お
よ
び
結
い
の
労
働
力
が
、
農
業
の
基
本
労
働
力
で
あ
り
、

そ
の
利
用
が
何
ら
か
の
事
情
で
困
難
な
時
に
雇
用
労
働
を
活
用
す
る

印
象
が
あ

っ
た
。

自

給
型
家
族
農
業
の
維
持
は
、
次
の

一
見
矛
盾
す
る
二
つ

の
態
度

を
背
景
に
持
つ
も
の
で
あ

っ
た
。

す
な
わ
ち
、
ひ
と
つ
は
、
節
約
型

小
農
民
に
典
型
的
な
安
定
志
向
、
気
ま
ぐ
れ
な
市
場
経
済
に
対
す
る

警
戒
感
ゆ
え
の
家
族
農
業
へ
の
固
執
で
あ
る
。
実
際
、
調
査
村
に
て

箪
者
自
身
、
こ
う
し
た
旨
の
言
葉
を
幾
度
か
耳
に
し
た
。

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
市
場
経
済
を
基
本
的
に
受
容
し
た
な

か
で
の
、
収
支
改
善
の
一
方
策
と
し
て
の
家
族
農
業
再
活
用
の
態
度

で
あ
る
。

八
0
年
代
中
頃
当
時
、
農
業
の
生
産
量
は
増
大
し
、

（旧

来
の
生
活
様
式
で
の
）
自
給
水
準
は
充
分
確
保
で
き
る
よ
う
に
は
な

っ
た
も
の
の
、
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
う
現
金
支
出
増
を
補
う
に
は
、

地
方
の
雇
用
労
働
市
場
の
展
開
は
不
充
分
で
あ
り
、
稲
作
は
米
価
の

低
迷
と
諸
経
費
の
高
騰
で
赤
字
気
味
で
あ

っ
た
。

ニ
ン
ニ
ク
な
ど
の

換
金
作
物
も
農
業
条
件
に
制
約
さ
れ
、
通
年
で
の
作
付
は
困
難
で
あ

る
。
赤
字
の
稲
作
の
継
統
は
、
他
に
有
望
な
選
択
肢
が
無
い
状
況
下

で
の
苦
渋
の
選
択
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
彼
ら
は
自
給
型

家
族
農
業
を
部
分
的
に
採
用
す
る
こ
と
で
、
収
支
の
改
善
を
図
ろ
う

と
し
て
い
た
。
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た
と
え
ば
、
当
時
の
人
び
と
は
、
ウ
ル
チ
を
売
却
し
て
、
モ
チ
ゴ

メ
を
購
入
す
る
ば
あ
い
と
、
モ
チ
ゴ
メ
を
自
給
す
る
ば
あ
い
で
、
ど

ち
ら
が
出
費
が
よ
り
抑
え
ら
れ
る
か
を
計
算
し
、
後
者
を
選
択
し
て

い
た
し
、
家
族
労
働
力
の
駆
使
に
関
し
て
も
、
肥
大
す
る
農
業
経
費

の
抑
制
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
農
産
物
価
格
が
低
迷
す
る

状
況
下
、
市
場
農
業
の
現
金
収
入
の
伸
び
悩
み
の
問
題
に
直
面
し
て

い
た
が
、
現
金
支
出
の
急
増
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
自
給
型
家
族

農
業
を
部
分
的
に
採
用
し
、
諸
経
費
の
切
り
詰
め
を
図
ら
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

小
農
民
的
経
済
生
活
の
放
棄
と
投
機
商
人
的
ス
タ
イ
ル
ヘ
の
傾
斜

一
九
八
0
年
代
中
頃
の
こ
の
よ
う
な
折
衷
的
態
度
は
、
し
か
し
、

以
降
の
経
済
生
活
の
変
化
の
な
か
で
放
棄
さ
れ
て
い
く
。
八
0
年
代

後
半
か
ら
九
0
年
代
前
半
に
か
け
て
の
タ
イ
経
済
の
急
成
長
期
、
人

び
と
の
現
金
支
出
は
さ
ら
に
増
大
す
る
。
稲
作
に
つ
い
て
は
銘
柄
米

の
契
約
栽
培
な
ど
が
模
索
さ
れ
る
が
、
米
価
の
低
迷
で
成
果
が
得
ら

れ
な
い

。
し
か
し
、
換
金
作
物
作
や
農
外
就
労
で

一
定
の
蓄
財
を
し

た
人
び
と
は
、
自
動
車
を
購
入
し
、
コ
メ
や
ラ
ム
ヤ
イ

（龍
眼
）
な

ど
の
農
産
物
仲
買
に
比
重
を
移
し
て
ゆ
き
、
さ
ら
に
所
得
を
得
る
。

そ
の
結
果
、
従
来
の
高
床
家
屋
に
代
わ
り
、
都
会
風
の
家
屋
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
各
種
家
電
製
品
も
加
速
度
的
に
普
及
す
る
。

そ
し
て
、
九
0
年
代
中
頃
以
降
、
洪
水
の
リ
ス
ク
が
消
え
な
い
な

か
で
、
村
び
と
は
つ
い
に
稲
作
に
見
切
り
を
つ
け
、
水
田
を
ラ
ム
ヤ

(3
)
 

イ
果
樹
園
化
し
始
め
る
。
ラ
ム
ヤ
イ
は
中
国
市
場
へ
の
輸
出
も
好
調

で
、
政
府
も
将
来
有
望
と
栽
培
を
推
進
し
て
い
る
果
樹
で
あ
り
、
高

い
売
価
が
期
待
で
き
る
。
さ
ら
に
、
手
間
が
か
か
ら
ず
、
空
い
た
時

間
を
農
外
就
労
に
振
り
向
け
う
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
こ
う
し
て
当

地
の
村
び
と
は
、
自
給
用
の
稲
作
か
ら
、
市
場
用
の
稲
作
・
ニ
ン
ニ

ク
作
に
移
行
し
、
さ
ら
に
ラ
ム
ヤ
イ
果
樹
単
作
に
移
行
し
た
。
一
言

で
い
え
ば
、
そ
れ
は
低
収
入
安
定
型
か
ら
高
リ
ス
ク
高
収
入
型
農
業

へ
の
移
行
で
あ
る
。
ラ
ム
ヤ
イ
は
高
い
売
値
が
付
く
が
、
天
候
に
よ

り
作
況
に
極
端
な
差
が
あ
り
、
ま
た
、
価
格
の
変
動
幅
が
大
き
い
果

樹
で
も
あ
る
。
農
外
就
労
に
関
し
て
も
、
高
リ
ス
ク
高
収
入
型
の
商

売
で
あ
る
ラ
ム
ャ
イ
の
先
物
買
い
に
多
く
の
村
び
と
が
手
を
染
め
る
。

高
リ
ス
ク
高
収
人
の
ラ
ム
ヤ
イ
作
や
農
産
物
仲
買
へ
の
傾
斜
が
危

う
い
選
択
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
ら
自
身
も
承
知
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
筆
者
の
居
候
先
の

C
氏
の
ば
あ
い
、
ラ
ム
ヤ
イ
の
先
物
買
い
で

当
て
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
、
所
持
し
て
い
た
が
、

先
年
同
じ
く
ラ
ム
ヤ
イ
先
物
買
い
で
大
赤
字
を
出
し
、
売
却
し
て
し

ま
う
な
ど
、
そ
の
収
支
状
況
は
き
わ
め
て
不
安
定
で
あ
る
。
将
来
の

不
確
か
さ
ゆ
え
、
ど
う
か
な
っ
た
時
に
は
一
人
息
子
を
頼
む
と
真
顔

で
彼
は
言
う
。
そ
れ
で
も
稲
作
の
見
返
り
の
薄
い
重
労
働
か
ら
解
放

さ
れ
た
現
状
に
は
、
人
び
と
は
異
口
同
音
に
肯
定
的
で
あ
る
。

彼
ら
は
自
ら
の
不
確
か
な
将
来
へ
の
不
安
は
語
る
が
、
職
業
へ
の

不
満
は
ほ
と
ん
ど
語
ら
な
い
。
彼
ら
は
都
会
風
の
住
居
を
建
て
、
家

電
製
品
や
自
動
車
を
揃
え
、
我
が
子
に
は
学
歴
を
積
ま
せ
、
農
民
の
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ジ
リ
貧
の
境
遇
か
ら
脱
出
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
目

的
を
果
た
す
た
め
に
は
、
よ
り
高
い
現
金
収
入
が
必
要
で
あ
る
。
そ

う
で
あ
る
以
上
、
そ
し
て
、
現
状
で
は
ジ
リ
貧
の
稲
作
か
リ
ス
キ
ー

な
職
業
か
の
選
択
し
か
な
い
以
上
、
後
者
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
ず
、

そ
の
選
択
を
し
た
の
だ
と
彼
ら
は
言
う
。
十
五
年
前
は
小
農
民
的
な

安
定
志
向
と
市
場
不
信
を
語

っ
た
人
び
と
が
、
現
在
で
は
投
機
商
人

的
に
市
場
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
覚
悟
を
語
る
。

以
上
、
チ
ェ
ン
マ
イ
の
一
農
村
の
経
済
生
活
の
変
化
を
概
述
し
た
。

村
び
と
は
基
本
的
に
市
場
経
済
を
受
容
す
る
形
で
自
ら
の
経
済
生
活

を
転
換
さ
せ
て
き
た
。
あ
る
時
期
ま
で
彼
ら
は
節
約
型
の
家
族
農
業

を
部
分
利
用
し
て
も
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
家
族
農
業
は
放
棄
さ

れ
、
村
び
と
の
市
場
経
済
に
た
い
す
る
態
度
は
投
機
商
人
的
な
も
の

に
変
化
し
て
い
っ
た
。

で
は
、
こ
う
し
た
市
場
経
済
の
受
容
は
、
ど
の
よ
う
な
村
び
と
の

社
会
関
係
、
世
界
観
の
も
と
で
行
な
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
経
済
生
活
の
変
化
は
、
彼
ら
の
社
会
関
係
、
世
界
観
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
は
、
こ
れ
ら
の
考

察
に
焦
点
を
移
す
。

経
済
生
活
の
変
化
と
農
村
的
社
会
関
係
の
持
続

小
農
民
と
生
活
様
式
の
変
更

経
済
生
活
の
変
化
と
村
び
と
の
社
会
関
係
、

世
界
観
と
の
関
係
に

つ
い
て
考
え
る
際
、
ま
ず
、
気
に
な
る
の
は
、
彼
ら
の
社
会
関
係
や

世
界
観
に
お
け
る
経
済
生
活
の
位
置
付
け
で
あ
る
。

七
0
年
代
以
降
、
村
び
と
は
農
業
機
械
や
高
収
麓
米
の
導
入
な
ど

農
業
面
の
変
化
を
抵
抗
無
く
受
け
入
れ
、
家
電
製
品
な
ど
の
購
入
に

も
積
極
的
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
節
約
型
の
小
農
民
的
経
済
生
活
ス
タ

イ
ル
、
つ
ま
り
家
族
農
業
を
基
本
に
置
き
、
市
場
経
済
と
の
接
触
は

部
分
的
に
と
ど
め
る
ス
タ
イ
ル
の
放
棄
に
は
さ
ほ
ど
躊
躇
が
無
か
っ

た
。
前
述
の
よ
う
に
、
家
族
農
業
の
部
分
採
用
は
八

0
年
代
後
半
ま

で
残
り
、
最
終
的
な
そ
の
放
棄
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
躊
躇
は
、
状
況
を
予
測
し
か
ね
、
収
支
の
損
得
を
計
り
か
ね
る

が
ゆ
え
の
躊
躇
に
み
え
た
。
深
い
心
的
文
化
的
葛
藤
は
そ
こ
に
は
あ

ま
り
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
は
、
旧
来
の
経
済
生
活
ス

タ
イ
ル
ヘ
の
執
着
の
無
さ
が
印
象
に
残
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
も
そ
も

小
農
民
的
経
済
生
活
ス
タ
イ
ル
が
、
彼
ら
の
社
会
関
係
や
世
界
観
と

ど
の
よ
う
な
関
わ
り
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
気
に

な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
考
察
す
る
際
に
、
ま
ず
念
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
レ
ッ
ド

フ
ィ
ー
ル
ド
や
ウ
ル
フ
等
が
強
調
す
る
、
い
わ
ゆ
る
未
開
社
会
と
小

農
民
社
会
の
概
念
上
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
あ
る
[
R
e
d
f
i
e
ld
 1
9
5
6
,
 

W
o
lf
 1恩

]
°
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
ラ
ド
ク
リ
フ
＇
プ
ラ
ウ
ン
等
以
来

の
人
類
学
は
未
開
社
会
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
き
た
。
未
開
社

会
と
は
、
経
済
的
、
政
治
的
関
係
と
他
の
社
会
的
関
係
の
分
化
が
進

ん
で
い
な
い
社
会
で
あ
り
、
共
有
さ
れ
た
世
界
観
の
も
と
、
社
会
関
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係
の
諸
領
域
が
内
的
な
ま
と
ま
り
を
も
ち
、
全
体
性
を
保
っ
て
い
る

自
律
的
小
社
会
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
の
ば
あ
い
、
市
場
経
済
の

受
容
は
、
た
ん
な
る
経
済
的
関
係
の
変
更
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
市
場

経
済
の
受
容
は
、
従
来
の
全
体
性
や
体
系
性
の
破
壊
を
意
味
し
、
社

会
関
係
や
世
界
観
の
変
更
を
強
い
る
も
の
と
な
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、
小
農
民
社
会
概
念
は
、
地
域
社
会
が
外
部
の

国
家
や
市
場
経
済
や
文
明
と
の
関
係
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
部
分

社
会
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
概
念
で
あ
る
[
R
e
d
f
i
e
l
d
 1
9
5
6
:
 

23 

|
 39
]
。
小
農
民

(p
e
a
s
a
n
窃
）
は、

一
方
で
国
家
や
市
場
経
済
と

い
っ
た
大
き
な
ン
ス
テ
ム
に
対
応
し
つ
つ
、
他
方
で
家
族
農
業
を
維

持
す
る
こ
と
で
自
ら
の
生
を
立
て
て
い
る
耕
作
者
を
さ
す
概
念
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
経
済
関
係
と
他
の
社
会
関
係
の
分
化
は
、
基
本
的

に
前
提
と
な

っ
て
い
る
。
農
家
間
や
農
家
内
の
関
係
、
た
と
え
ば
、

結
い
慣
行
や
融
通
性
の
あ
る
貸
借
慣
行
や
無
償
の
手
伝
い
な
ど
は
、

一
見
両
者
の
未
分
化
を
思
わ
せ
る
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

小
農
民
社
会
概
念
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
側
面
は
市
場
経
済
と
の

関
係
に
お
い
て
構
成
さ
れ
直
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
小
農
民
の

あ
り
よ
う
は
内
外
の
条
件
に
応
じ
て
動
態
的
に
変
化
す
る
。
金
銭
出

費
を
極
力
抑
止
す
る
節
約
自
給
型
の
農
家
同
士
が
緊
密
な
互
助
関
係

を
締
結
す
る
閉
鎖
的
地
域
社
会
を
構
成
す
る
ば
あ
い
も
あ
れ
ば
、

個
々
の
農
家
が
自
給
性
確
保
の
上
で
余
剰
を
積
極
的
に
市
場
経
済
に

流
通
さ
せ
、
開
放
的
に
な
る
ば
あ
い
も
あ
る
。

旧
来
の
タ
イ
農
村
を
、
こ
の
よ
う
な
小
農
民
社
会
の

一
変
異
と
み

な
す
と
す
れ
ば
、
資
本
主
義
的
市
場
経
済
の
本
格
的
浸
透
下
で
の
、

彼
ら
の
節
約
型
家
族
農
業
の
放
棄
、
そ
し
て
脱
小
農
民
化
も
、
外
的

条
件
に
適
応
せ
ん
と
す
る
小
農
民
的
対
応
の
延
長
線
上
の
帰
結
と
い

え
な
く
も
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
ば
あ
い
、
節
約
型
家
族
農
業
あ
る

い
は
小
農
民
的
経
済
生
活
の
放
棄
は
、
即
、
小
農
民
的
経
済
生
活
と

親
和
的
で
あ
っ
た
彼
ら
の
世
界
観
や
社
会
関
係
の
放
棄
を
意
味
し
な

い
。
彼
ら
の
世
界
観
や
社
会
慣
行
は
、
市
場
経
済
受
容
後
の
経
済
生

活
ス
タ
イ
ル
と
も
案
外
、
親
和
的
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

維
持
さ
れ
る
農
村
的
社
会
関
係

チ
ェ
ン
マ
イ
の
調
査
村
で
は
、
農
村
内
の
社
会
関
係
や
外
部
の
諸

制
度
や
諸
事
象
に
た
い
す
る
村
び
と
の
構
え
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
変

っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
。

た
と
え
ば
、
農
村
内
の
社
会
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、

一
方
で
は
、

家
族
農
業
の
放
棄
に
伴
い
、
生
産
面

で
の
共
同

・
互
助
の
比
重
は
大
幅
に
減
少
し
た
。
ま
た
、
農
外
就
労

先
の
拡
大
や
幼
稚
園
や
中
等
学
校
以
上
の
就
学
率
の
上
昇
に
よ
り
、

通
勤
者
・
通
学
者
が
増
え
、
村
は
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
し
始
め
た
。

し
か
し
他
方
、
従
来
と
同
様
、
婚
入
婚
出
以
外
の
社
会
移
動
は
ほ

と
ん
ど
無
く
、
屋
敷
地
共
住
集
団
の
延
長
線
上
に
形
成
さ
れ
た
血

縁

・
姻
縁
が
重
層
す
る
村
内
関
係
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
村

外
で
の
就
労
は
、
こ
う
し
た
血
縁

・
姻
縁
の
延
長
線
上
の
親
族
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
を
辿

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
し
、
農
産
物
仲
買
の
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合
資
団
は
、
従
来
よ
り
密
接
な
互
助
関
係
に
あ
っ
た
村
び
と
同
士
で

組
ま
れ
て
い
る
。
旦
雇
い
・
出
来
高
払
い
の
農
業
労
働
者
と
し
て
遠

方
へ
働
き
に
出
る
ば
あ
い
も
、
そ
の
情
報
は
村
び
と
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
伝
わ
り
、
村
び
と
同
士
で
集
っ
て
出
か
け
る
。
村

び
と
の
活
動
範
囲
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
空
間
的
に
拡
大
す
る
が
、
そ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
従
来
同
様
、
血
縁
・
姻
縁
、
あ
る
い
は
故
郷
の

地
縁
的
絆
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
旧
来
の
農
村
ベ
ー
ス
の
絆
の
継
続
を
反
映
し

て
、
地
縁
•
血
縁
の
共
同
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
守
護
霊
儀
礼
や
農

村
仏
教
の
儀
礼
慣
行
も
基
本
的
に
は
大
き
な
変
更
無
く
遵
行
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
出
家
式
、
結
婚
式
、
葬
式
と
い
っ
た
通
過
儀
礼

は
、
相
変
わ
ら
ず
、
親
族
・
近
隣
の
濃
厚
な
互
酬
的
関
係
が
表
現
確

(
5
J
)
 

認
さ
れ
る
機
会
で
あ
る
。
ホ
ス
ト
た
る
当
事
者
世
帯
は
、
親
類
・
村

び
と
を
招
き
、
宴
を
催
す
べ
き
で
あ
り
、
招
か
れ
た
側
は
お
金
や
物

を
包
ん
で
参
加
し
、
ホ
ス
ト
の
顔
を
立
て
、
宴
を
楽
し
み
、
盛
り
上

げ
る
べ
き
と
さ
れ
る
。
各
世
帯
は
多
忙
な
な
か
、
世
帯
員
の
誰
か
を

必
ず
参
加
さ
せ
る
し
、
ホ
ス
ト
も
現
金
支
出
増
で
苦
し
い
な
か
、
ば

あ
い
に
よ
っ
て
は
借
金
を
し
て
ま
で
、
多
額
の
費
用
を
工
面
す
る
。

村
の
寺
院
施
設
の
建
立
は
、
旧
来
の
信
徒
組
織
の
結
束
に
訴
え
て
の

布
施
集
金
を
核
に
し
て
行
な
わ
れ
る
。
農
村
ベ
ー
ス
の
親
族
・
地
縁

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
人
び
と
の
間
で
は
、
こ
う
し
た
互
酬
関
係
・
共

同
関
係
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
履
行
は
依
然
、
道
徳
視
・
規
範

視
さ
れ
て
い
る
。

農
村
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
内
的
関
係
の
維
持
は
、
対
内
関
係
と
対

外
関
係
の
使
い
分
け
の
維
持
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
ム
ル
ダ
ー
は
、

タ
イ
農
村
の
人
び
と
の
伝
統
的
態
度
の
特
徴
と
し
て
、
対
内
態
度
と

対
外
態
度
を
使
い
分
け
る
二
面
性
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
農
村

内
関
係
に
特
徴
的
な
の
は
内
道
徳
の
堅
持
で
あ
る
が
、
外
的
諸
力
と

の
関
係
は
無
道
徳
的
で
打
算
的
な
駆
け
引
き
・
交
渉
関
係
で
あ
り
、

表
面
的
に
は
友
好
だ
が
、
実
は
敬
遠
の
態
度
が
特
徴
的
で
あ
る
と
述

べ

る

[
M
u
l
d
e
r
 1
9
7
9
:
 3
2
]

。

こ
の
よ
う
な
伝
統
的
態
度
は
、
資
本
主
義
経
済
に
包
摂
さ
れ
つ
つ

あ
る
現
代
の
村
び
と
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
依
然
根
強

く
に
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
彼
ら
が
農
産
物
先
物
取
引
で
み
せ
る
、

ま
る
で
宝
く
じ
を
買
う
よ
う
な
投
機
的
姿
勢
は
、

（秩
序
を
前
提
に

し
た
予
測
期
待
が
成
り
立
た
な
い
）
異
界
に
た
い
す
る
彼
ら
の
慣
習

的
態
度
そ
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
負
債
に
関
し
て
、

内
的
態
度
と
外
的
態
度
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
印
象
的
で
あ
る
。

一
方
で
彼
ら
は
、
農
家
間
の
労
働
力
の
貸
し
借
り
や
、
儀
礼
行
事
の

際
の
互
酬
的
関
係
に
は
厳
格
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
、
農
業
・
農

協
銀
行
か
ら
の
負
債
に
関
し
て
は
、
ま
る
で
均
衡
感
覚
を
欠
く
が
ご

(
6
)
 

と
く
に
、
気
軽
に
負
債
を
積
み
重
ね
る
。
政
治
権
力
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
の
よ
う
に
忌
避
す
べ
き
力
で
は
な
く
、
利
益
誘
導
の
た
め
に

利
用
す
べ
き
力
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て

も
内
な
る
農
村
社
会
（
身
内
社
会
）
と
外
な
る
政
治
権
力
と
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
は
明
白
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
二
面
的
態
度
は
か
つ
て
の
小
農
民
的
経
済
生
活
と
親
和

的
で
あ

っ
た
。
外
的
諸
力
、
た
と
え
ば
自
然
の
力

（そ
の
象
徴
と
し

て
の
諸
精
霊
）
、
市
場
経
済
、
政
治
権
力
な
ど
は
、
小
農
民
に
と
っ

て
内
道
徳
の
共
有
を
期
待
し
な
い
相
手
で
あ
り
、
自
ら
の
内
秩
序
を

安
定
的
に
維
持
す
る
た
め
に
も
、
表
面
的
・
部
分
的
付
き
合
い
に
止

め
る
べ
き
相
手
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
家
族
や
農
村
社
会
の
内
道
徳
を

堅
持
す
る
こ
と
で
、
半
自
律
的
に
経
済
生
活
を
立
て
て
き
た
。
し
か

し
、
小
農
民
的
経
済
生
活
が
放
棄
さ
れ
た
後
も
、

一
方
で
、
前
述
の

よ
う
に
農
村
内
的
関
係
が
拡
散
し
つ
つ
も
維
持
さ
れ
、
他
方
で
、
そ

れ
と

一
対
表
裏
を
な
す
対
外
態
度
も
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
。

経
済
・
道
徳
・
宗
教
の
タ
イ
的
連
関

以
上
、
資
本
主
義
的
市
場
経
済
に
巻
き
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
タ
イ
農

村
の
人
び
と
の
あ
り
よ
う
を
、
急
激
に
変
化
し
た
部
分
と
根
強
く
変

化
し
な
い
部
分
の
両
面
を
対
照
さ
せ
る
形
で
述
べ
て
き
た
。
以
下
は
、

こ
の
両
面
の
連
関
に
つ
い
て
考
え
た
い
が
、
そ
の
ば
あ
い
、
次
の
両

極
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と
思
う
。

ひ
と
つ
は
、
個
々
の
文
化
的
差
異
を
超
え
て
共
通
す
る
目
的
合
理

性
を
、
人
び
と
の
選
択
に
み
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
彼
ら
の
現
状

を
、
そ
の
時
々
の
内
外
の
政
治
経
済
的
、
社
会
文
化
的
諸
条
件
を
鑑

み
た
、
生
存
の
確
保
の
た
め
の
目
的
合
理
的
選
択
の
積
み
重
ね
の
結

果
と
み
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
小
農
民
概
念
は
、

一

定
の
政
治
経
済
的
条
件
の
も
と
で
、
地
域
住
民
が
自
ら
の
社
会
関

係
・
文
化
資
源
を
利
用
・
組
成
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
、
共
通
の
類

型
が
み
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
普
遍
主
義
的
な
観
点
（
仮
説
）

に
基
づ
く
概
念
で
あ
る
。
本
稿
第

一
章
、
第
二
章
に
お
け
る
タ
イ
農

村
の
人
び
と
の
小
農
民
的
経
済
生
活
の
維
持
と
放
棄
、
お
よ
び
旧
来

の
社
会
関
係
や
態
度
の
維
持
・
採
用
に
つ
い
て
の
考
察
も
、
基
本
的

に
は
こ
の
観
点
か
ら
の
説
明
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
観
点
は
、
基
本
的
に
は
政
治
経
済
条
件
が
収
敏
す
れ
ば
、
社

会
文
化
の
あ
り
よ
う
も
収
敏
し
て
い
く
こ
と
を
予
想
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
り
、
地
域
的
差
異
を
過
渡
的
諸
段
階
に
還
元
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
タ
イ
の
人
び
と
に
根
強
い
二
面
的
態
度
の

二
面
を
、
共
同
体
内
関
係
に
お
け
る
道
徳
的
態
度
と
共
同
体
間
関
係

に
お
け
る
無
道
徳
的
態
度
と
考
え
れ
ば
、
本
来
こ
う
し
た
二
面
的
態

度
は
市
場
経
済
の
浸
透
の
帰
結
と
し
て
の
共
同
体
の
解
体
と
と
も
に

放
棄
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
経
済
・
社

会
・
文
化
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
変
化
速
度
は
異
な
る
。
そ
こ
で
、
急

変
す
る
社
会
で
は
、
そ
の
ズ
レ
が
顕
著
と
な
り
、
過
渡
的
状
態
と
し

て
、
経
済
関
係
は
変
化
し
た
の
に
、
社
会
文
化
は
旧
態
依
然
に
み
え

る
段
階
が
あ
る
。
経
済
変
化
に
相
応
す
る
新
し
い
文
化
が
い
ま
だ
形

成
さ
れ
て
い
な
い
ば
あ
い
、
人
び
と
は
従
来
の
農
村
文
化
で
そ
れ
に

対
応
す
る
し
か
な
い
。
人
び
と
に
生
の
意
味
を
与
え
る
文
化
の
形
式

が
経
済
的
社
会
的
基
盤
の
変
化
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
で
は
、
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彼
ら
は
い
や
お
う
な
し
に
伝
統
的
な
文
化
の
形
式
に
拘
束
さ
れ
る

[
山
下
、

一
九
八
八

こ
一
六

互

。
経
済
生
活
の
急
変
と
社
会
文
化

慣
行
の
継
続
な
い
し
再
活
用
は
、
こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
む
ろ
ん
、
経
済
・
社
会
・
文
化
の
関
係
は
、
前
者
が
後
者
を

一
方

向
的
に
規
定
す
る
関
係
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
相
互
に
規
定
し
あ
う

動
態
的
な
も
の
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
経
済
行
為
が
文
化
的
に
規

定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
先
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
出
発
点
で
あ
る
生
存
の

確
保
、
目
的
合
理
的
選
択
じ
た
い
が
西
洋
近
代
経
済
人
的
な
文
化
バ

イ
ア
ス
の
産
物
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
省
も
出
て
く
る
。
先
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
相
対
化
し
補
完
す
る
ア
プ
ロ

ー
チ
と
し
て
、
た
と
え

ば
、
生
存
の
確
保
が
タ
イ
農
村
の
人
び
と
に
と

っ
て
何
を
意
味
す
る

の
か
を
問
い
、
そ
の
理
解
を
試
行
す
る
ア
プ
ロ

ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ば
あ
い
生
存
は
、
狭
義
の
生
物
有
機
体
的
生
命
の
維
持
と
い
う

よ
り
も
、
社
会
的
文
化
的
な
生
の
実
現
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
い
え
ば
、

こ
の
生
は
現
世
で
の
生
の
み
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
生

，

前

・
死
後
の
魂
の
世
界
な
ど
を
含
む
生
を
め
ぐ
る
観
念
全
体
の
な
か

に
位
置
付
け
ら
れ
た
生
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
タ
イ
農
村
の
人
び
と
の
間
で
は
、
次
の
霊
魂
観
が
根

強
く
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
死
後
の
魂
は
身
体
が
滅
し
た
後
、
異

界
の
旅
に
出
、
天
国
で
過
ご
し
、
や
が
て
輪
廻
転
生
す
る
と
の
観
念

で
あ
る
。
生
前
に
善
行
を
な
し
、
功
徳
を
積
ん
だ
霊
魂
は
、
死
後
、

速
や
か
に
旅
を
進
め
る
が
、
諸
精
霊
な
ど
の
し
わ
ざ
や
功
徳
の
不
足

で
、
霊
魂
が
地
上
か
ら
旅
立
て
な
い
で
い
る
可
能
性
も
云
々
さ
れ
る
。

も
は
や
功
徳
を
積
む
機
会
の
無
い
故
人
に
代
わ
り
、
子
孫
が
故
人
に

功
徳
を
転
送

（回
向
）
す
る
必
要
が
こ
こ
に
生
じ
る
。
善
行
に
よ
る

功
徳
積
み
に
よ
る
輪
廻
転
生
と
い
う
図
式
は
、
農
村
社
会
の
道
徳
観

念
、
霊
魂
な
ど
超
経
験
的
な
存
在
を
め
ぐ
る
観
念
、
超
世
俗
的
な
宗

教
的
価
値
観
の
三
者
相
互
が
密
接
に
結
び
つ
く
図
式
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
タ
イ
仏
教
は
内
道
徳
と
結
び
つ
く
が
、
さ
ら
に
内
道

徳
は
経
済
実
践
と
次
の
よ
う
に
結
び
つ
く
。

つ
ま
り
、
気
ま
ぐ
れ
な

天
候
や
市
場
経
済
と
の

（無
道
徳
的
）
駆
け
引
き
に
よ
り
財
を
な
す

行
為
は
、
報
恩
な
ど
道
徳
実
践
、
布
施
な
ど
宗
教
実
践
に
つ
な
が

っ

て
こ
そ
充
分
な
評
価
を
得
る
行
為
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
経
済
行
為
、

社
会
慣
行
、
道
徳
規
範
は
、
宗
教
的
価
値
観
に
よ

っ
て
意
味
付
け
ら

れ
相
対
化
さ
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
他
方
、
宗
教
実
践
や
道
徳
実
践

は
経
済
的
成
功
が
な
け
れ
ば
充
分
に
行
な
え
な
い
面
を
も
つ
こ
と
に

な
る
。
こ
の
側
面
は
経
済
的
成
功
イ
コ
ー
ル
道
徳
性
、
宗
教
性
の
顕

現
と
い
う
短
絡
的
人
物
評
価
を
生
じ
さ
せ
も
す
る
。
こ
の
経
済
、
道

徳
、
宗
教
の
相
互
関
係
を
、
か
り
に
タ
イ
的
連
関
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、

前
章
で
述
べ
た
農
村
的

（身
内
的
）
社
会
文
化
慣
行
は
、
こ
の
タ
イ

的
連
関
の

一
部
を
な
す
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
経
済
生
活
の
転
換
に
際
し
て
、
タ
イ

農
村
の
人
び
と
の
あ
い
だ
に
は
文
化
的
葛
藤
の
跡
が
あ
ま
り
み
ら
れ

な
か
っ
た
し
、
市
場
経
済
の
積
極
的
受
容
の
態
度
が
印
象
的
で
あ

っ

た
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
態
度
の
背
景
に、

一
方
で
物
的
豊
か
さ
、
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上
昇
的
社
会
移
動
へ
の
計
算
と
判
断
を
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、

他
方

で
加
え
て
、
右
の
タ
イ
的
連
関
が
人
び
と
を
し
て
、
こ
の
よ
う
な
姿

勢
を
と
ら
し
め
た
と
考
え
る
。
資
本
主
義
的
市
場
経
済
の
受
容
は
、

タ
イ
的
連
関
の
実
践
と
し
て
な
さ
れ
、
経
済
生
活
の
転
換
は
こ
う
し

た
連
関
を
新
た
に
展
開
さ
せ
る
契
機
と
な
る
。

タ
イ
農
村
の
人
び
と
の
あ
り
方
に
、
経
済
合
理
的
選
択
を
み
る
立

場
と
タ
イ
的
な
連
関
を
み
る
立
場
は
、
両
立
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

タ
イ
の
人
び
と
は
タ
イ
的
な
連
関
の
な
か
に
経
済
合
理
的
選
択
を
紺

み
込
ん
で
き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
資
本
主
義
的
市
場
経
済
に
対

応
し
た
経
済
合
理
的
選
択
を
積
み
重
ね
て
い
く
過
程
は
、
タ
イ
的
連

関
の
形
が
変
容
へ
の
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
る
過
程
で
も
あ
る
。
そ
れ
は

経
済
中
心
的
な
西
洋
近
代
の
文
化
と
タ
イ
的
文
化
の
接
触
に
よ
る
変

容
過
程
と
言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
変
容
の
い
く
つ
か
の
局

面
を
最
後
に
挙
げ
て
お
く
。

た
と
え
ば
、
市
場
経
済
へ
の
包
摂
が
進
む
と
、
も
と
も
と
拝
金
主

義
と
一
定
の
親
和
性
を
持
つ
タ
イ
農
村
仏
教
は
、
物
的
肥
大
志
向
、

世
俗
化
に
拍
車
が
か
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
傾
向
は
経
済
・
道
徳

・

宗
教
そ
れ
ぞ
れ
が
自
律
的
次
元
で
あ
り
な
が
ら
、
連
関
し
て
い
る
構

造
じ
た
い
を
危
う
く
す
る
。
構
造
上
の
均
衡
の
崩
れ
の
反
動
と
し
て
、

(7
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禁
欲
、
超
世
俗
を
強
調
す
る
精
神
主
義
的
傾
向
が
現
れ
も
す
る
。
こ

う
し
た
動
態
の
な
か
で
今
後
、
従
来
の
タ
イ
的
連
関
が
変
容
す
る
可

能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
文
化
接
触
の
な
か
で
、
人
び
と
自
身
が
自
ら
の
社
会

慣
行

・
儀
礼
慣
行
を
み
る
目
も
変
化
し
て
ゆ
く
。
た
と
え
ば
、
調
査

村
に
お
け
る
精
霊
憑
依
を
伴
う
守
護
霊
儀
礼
ピ
ー
メ
ン
踊
り
は
、
以

前
は
淡
々
と
行
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
は
し
だ
い
に
派
手

に
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
参
加
者
は
何
度
も
「
こ
れ
が

我
々
の
慣
行
だ
」
と
叫
び
な
が
ら
、
音
楽
を
演
奏
し
た
り
踊
っ
た
り

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
外
部
者
に
た
い
し
て
こ
う
叫
び
、
自

ら
の
祭
り
を
誇
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
、
自
ら
に
そ
の
よ
う
に

言
い
聞
か
せ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
た
。
つ
ま
り
、
彼
ら
の
な
か
に

は
儀
礼
を
対
象
化
す
る
外
部
者
の
目
が
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
異
文
化

を
見
る
よ
う
に
自
ら
が
演
じ
て
い
る
儀
礼
を
対
象
化
し
な
が
ら
、
し

か
し
、
そ
の
異
文
化
が
自
身
の
本
来
の
文
化
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
叫
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
社
会
変
化
の
な
か
で
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
保
の
問
題
は
以
前
よ
り
切
実
に
な
っ
た
。
伝
統

的
形
式
で
行
な
わ
れ
る
出
家
式

・
結
婚
式

・
葬
式
と
い
っ
た
通
過
儀

礼
を
伴
う
行
事
の
根
強
さ
も
、
人
び
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
再
編

の
必
要
と
関
連
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
儀
礼
慣
行
は

そ
こ
に
「
伝
統
文
化
」
を
み
た
い
人
び
と
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ
、
担

わ
れ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
従
来
の
タ
イ
的
連
関
に
今
後
大
き
な
影
響
を
与
え
そ
う
な

の
が
、
少
子
化
で
あ
る
。
チ
ェ
ン
マ
イ
の
調
査
村
で
は
、
三
〇
ー
四

0
歳
代
の
夫
婦
の
ほ
と
ん
ど
は
子
供
を

一
人
し
か
も
う
け
て
い
な
い
。

現
金
支
出
増
に
比
べ
て
収
入
が
伸
び
悩
む
な
か
、
子
供
に
は
で
き
る

だ
け
教
育
を
付
け
さ
せ
た
い
と
思
う
親
た
ち
の
選
択
の
結
果
で
あ
る
。
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親
世
代
は
キ
ョ
ウ
ダ
イ
が
多
く
、
近
接
居
住
世
帯
群
を
構
成
し
て
い

る
た
め
、

一
人

っ
子
の
イ
ト
コ
同
士
の
関
係
は
幼
馴
染
の
近
所
同
士

で
緊
密
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
、
小
中
学
生
で
あ
る
彼
ら
が
、
上

級
学
校
に
進
学
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
農
外
就
労
し
始
め
た
時
、
身

内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
従
来
よ
り
人
数
的
に
細
り
、
空
間
的
に
も
よ

り
拡
散
し
、
現
在
の
機
能
を
保
て
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う

な
れ
ば
、
身
内
内
の
道
徳
規
範
は
堅
持
さ
れ
に
く
く
な
る
。
身
内
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
弱
体
化
の
な
か
で
、
親
世
代
の
高
齢
化
が
進
む
こ

と
に
な
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
状
況
打
開
に
向
け
て
タ
イ
の
人
び
と
が

採
る
選
択
の
な
か
に
、
新
た
な
タ
イ
的
連
関
の
形
が
現
れ
る
か
も
し

れ
な
い

。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
資
本
主
義
的
市
場
経
済
の
浸
透
下
の
タ
イ
農
村
の
人

び
と
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
急
激
に
変
化
し
た
経
済
生
活
の
側
面
と

根
強
く
変
化
し
な
い
社
会
文
化
の
側
面
の
相
互
連
関
に
注
目
し
、
考

察
し
た
。
現
代
タ
イ
農
村
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
小
農
民
的
性
格

を
も
っ
て
い
た
地
域
社
会
に
、
急
激
に
資
本
主
義
的
市
場
経
済
が
浸

透
し
た
多
く
の
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
人
び
と
が
経
済
生
活
ス
タ

イ
ル
の
転
換
を
急
激
に
な
し
た
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
急

転
換
は
円
滑
に
な
さ
れ
た
が
、
社
会
文
化
の
あ
り
よ
う
は
そ
の
わ
り

に
は
変
化
し
な
か

っ
た
。
社
会
文
化
の
根
本
的
変
化
を
伴
わ
ず
に
、

経
済
生
活
の
変
換
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
点
を

一
方
で
小
農
民
社
会
じ

た
い
の
基
本
性
格
か
ら
考
察
し
、
他
方
で
、
タ
イ
的
な
経
済
・
道

徳
・
宗
教
の
独
特
な
連
関
の
在
り
方
と
し
て
説
明
し
た
。
現
代
タ
イ

農
村
の
人
び
と
の
あ
り
よ
う
は
、
資
本
主
義
的
市
場
経
済
を
受
容
し

つ
つ
、
従
来
の
社
会
文
化
と
両
立
さ
せ
る
点
で
、
柔
軟
と
も
い
え
、

(
8
)
 

頑
固
と
も
い
え
た
。
そ
れ
は
資
本
主
義
的
市
場
経
済
に
た
い
し
て
、

タ
イ
的
な
連
関
構
造
が
み
せ
る
柔
軟
で
頑
固
な
性
格
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
連
関
は
根
強
い
と
は
い
え
、
不
変
で
は
な
い
と
も

考
え
た
。

日
本
と
タ
イ
は
、
と
も
に
資
本
主
義
的
市
場
経
済
を
急
速
に
受
容

し
、
そ
こ
に
深
刻
な
文
化
的
葛
藤
が

一
般
的
、
表
面
的
に
み
ら
れ
な

い
点
で
も
共
通
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
両
国
の
地
域
社

会
の
比
較
は
簡
単
で
は
な
い
。
両
者
が
置
か
れ
た
政
治
経
済
的
条
件

を
比
較
検
討
す
る
作
業
と
社
会
文
化
の
比
較
検
討
作
業
の
両
方
が
不

可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。

タ
イ
の
ば
あ
い
、
印
象
的
で
興
味
深
い
の
は
、
先
の
連
関
の
な
か

で
、
依
然
、
宗
教
が
ひ
と
つ
の
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

人
び
と
は
経
済
至
上
主
義
的
な
生
活
に
浸
か
り
つ
つ
、
他
方
で
そ
れ

を
別
の
価
値
観
で
相
対
化
し
え
る
機
会
を
、
儀
礼
慣
行
の
遵
行
と
い

う
形
で
留
保
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
出
家
は
、
男
性
に
と

っ
て、

依
然
重
要
な
通
過
儀
礼
的
意
味
を
も
っ
て
い
る
行
為
で
あ
る
し
、
年

配
者
に
は
こ
う
し
た
慣
行
を
担
う
者
と
し
て
の
役
割
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。
農
村
仏
教
あ
る
い
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
世
界
観
は
、
拝
金
主
義
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的
な
世
俗
的
価
値
観
と
親
和
的
で
あ
る
が
、
世
俗
的
価
値
観
に
還
元

し
き
れ
な
い
部
分
も
も
っ
て
い
る
。
資
本
主
義
的
市
場
経
済
に
よ
る

地
域
社
会
の
包
摂
が
徹
底
す
る
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
を
構
成

要
素
と
し
て
含
む
タ
イ
的
連
関
が
ど
の
よ
う
な
変
容
を
み
せ
る
の
か
、

引
き
続
き
見
守
り
た
い
と
思
う
。

主吾口(l
)

当
地
は
行
政
的
に
は
、
チ

ェ
ン
マ
イ
県
ハ
ー
ン
ド
ン
郡
ノ
ー
ン
ト
ー

ン

行
政
村
の
一
行
政
区
で
あ
り
、
チ
ェ
ン
マ
イ
市
か
ら
南
南
西
方
向
に
、
自

動
車
で
約
二
九
キ
ロ
走
っ
た
地
点
に
位
置
す
る
。
一
九
八
0
年
代
中
頃
の

調
査
は
、
文
部
省
ア
ジ
ア
諸
国
等
派
遣
留
学
生
奨
学
金
を
得
て
の
タ
イ
国

滞
在
中
に
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
最
新
の
見
聞
は
、
大
谷
大
学

真
宗
総
合
研
究
所
一
般
研
究
「
社
会
変
動
の
な
か
の
儀
礼
慣
行
」
の

一
部

と
し
て
二
0
0
0
年
夏
に
行
な
っ
た
調
査
の
際
、
得
た
も
の
で
あ
る
。

(2
)

以
下
の
記
述
に
関
わ
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
高
井
[
-
九
九
八
]
参

照
。

(3
)

同
じ
チ
ェ
ン
マ
イ
盆
地
内
で
も
、
市
街
に
よ
り
近
く
、
通
勤
労
働
者

化
・
兼
業
化
が
早
く
進
み
、
か
つ
農
業
条
件
が
ラ
ム
ヤ
イ
に
適
し
た
所
で

は
、
果
樹
園
化
も
よ
り
早
期
に
進
行
し
て
い
た
。
ラ
ム
ヤ
イ
農
業
お
よ
び

果
樹
園
化
と
兼
業
化
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
関
[
-
九
九
五
]
が
詳
し
い
。

(4
)

ウ
ル
フ
著

「農
民
」
参
照
。

(5
)

儀
礼
行
事
と
村
内
の
互
酬
的
関
係
に
つ
い
て
は
、
平
井
[
-
九
九
七
]

の
記
述
、
分
析
が
参
考
に
な
る
。

(6
)

ジ
ン
マ
ー
マ
ン
は
一
九
三

0
年
頃
の
タ
イ
農
民
が
安
易
に
負
債
を
重
ね

る
こ
と
に
憂
慮
し
て
い
る
が
、
現
在
の
タ
イ
農
村
住
民
の
負
債
へ
の
態
度

は
ジ
ン
マ
ー
マ
ン
の
記
述
を
想
起
さ
せ
る

[
N

immerman 1
9
3
1
 "

1

呂

|
 2
1
5
]

。

(7
)
林

[-
九
九
0
]
が
述
べ
る
よ
う
に
、
タ
イ
仏
教
に
つ
い
て
は
、
一
方

で
多
額
の
金
銭
布
施
、
儀
礼
の
華
美
化
な
ど
物
質
的
肥
大
傾
向
が
指
摘
で

き
る
と
同
時
に
、
森
の
寺
の
増
加
、
原
理
主
義
的
な
新
派
の
形
成
な
ど
精

神
主
義
的
な
傾
向
も
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

(8
)

ル
ー
ス
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
あ
る
種
の
構
造
が
根
強
く
保
た
れ
る
在
り

方
を
、
エ
ン
プ
リ
ー
[
-
九
五
O
J
以
来
、
多
く
の
タ
イ
研
究
者
が
タ
イ

の
社
会
構
造
あ
る
い
は
文
化
の
特
質
と
み
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
筆
者
の

調
査
地
で
の
経
験
を
、
エ
ン
プ
リ
ー
以
来
の
テ
ー
マ
に
引
き
寄
せ
つ
つ
、

一
方
で
タ
イ
文
化
理
解
の
脈
絡
か
ら
、
他
方
で
経
済
社
会
変
動
の
脈
絡
か

ら
再
整
理
し
て
み
よ
う
と
し
た
。
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